
まち の 日記帳
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ボランティア活動に感謝
　㈱伊藤園が清掃活動

　野塚野営場で㈱伊藤園の皆さんによる清掃ボランティ
ア活動が行われました。
　当日はあいにくの天気でしたが、道内各地の支店から
集まった 60 人の社員と家族の皆さんは、ゴミ袋などを
片手に漂流物や空き缶などを熱心に拾い集め、清掃活動
に汗を流しました。
　昨年は小泊海岸で行われたこの清掃活動は、同社の社
会貢献活動の一環として例年行われているものです。
　㈱伊藤園社員と家族の皆さんに心から感謝を申し上げ
ます。

　第64回後志肉用牛共進会がニセコ町で開催され、後志管
内各地からそれぞれ自慢の肉牛が出品されました。
　積丹町からは澁谷俊一さん（美国町）飼養の黒毛和種３
頭を出品し、その中の「まさかつこ」号が「経産の部 第
７部 黒毛和種（48カ月未満）」で第１位に輝き、さらに
は「経産の部」全体でも最高位賞を獲得しました。
　入賞した１頭は９月に音更町で開催される全道共進会へ
の出場が予定されており、全道の舞台でも入賞が期待され
ます。

 7
　　22

全道入賞へ期待膨らむ
　第64回後志肉用牛共進会

　札幌とその近郊に在住している積丹町出身者で構成され
る「札幌しゃこたん会」（大平源一会長：会員69名）が主
催する年に一度の恒例行事、「積丹周遊バスツアー」が行
われ、22人の会員が来町しました。
　夜には入舸町で懇親会が開催され、山本商工会長や松井
町長らも駆けつけ、参加者はふる里での再会を喜び、旬の
食材と美味しいお酒を楽しみながら思い出話に花を咲かせ、
また来年の再会を約束しました。

  7
     2

 ふる里応援団が来町
　「札幌しゃこたん会」周遊ツアー
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ちゃん
わが家の

め ん こ

思いやりの心。家族でいるのが楽しい

と思うよう育ってほしいです。

　　  　　　 　（崇さん・晴美さん）

藤
ふじむら

村 朔
さく

（８月 11 日生・日司町）

ちゃん

　

優しくて芯の強さがあり、自分の意見

をしっかりと言える子に育ってほしい

です！

　　  　　　 　（啓仁さん・栞さん）

佐
さ さ き

々木 凛
りん

（８月 18 日生・美国町）

ちゃん

最近はつたい歩きがどんどん上

達し、体を動かすことがとても

楽しいようです。

　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
20
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

 

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

 

運
動
強
調
月
間
」
で
す

 

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞

群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉

島
か
ら
な
る
北
方
領
土
の
早
期
返
還

の
実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民

の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
方
領
土
問
題
の
発
端
と
な
っ
た

８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
化
月
間
」
と
定
め
、
道
内
各
地
で

一
層
強
力
に
北
方
領
土
問
題
を
展
開

し
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に

向
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

児童扶養手当現況届等の提出について

　全ての児童扶養手当受給者は、平成28年8月１日から同月31
日までに現況届を役場等へ来庁し、提出する必要があります。

【問合わせ先】住民福祉課　℡４４－２１１３

また、
　（1）支給開始月から５年を経過する予定の方※

　（2）支給要件に該当した日の属する月から数えて７年を経過する
　　　予定の方※

　（3）認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児童が３歳に達した
　　　日の属する月の翌月初日から数えて５年を経過する予定の方※

　（4）既に上記（1）～（3）の期間を経過する予定の方
については、一部支給停止適用除外事由届をあわせて提出してください。
なお、提出がない場合は手当額の一部又は全額が停止される場合があり
ます。
　※平成 28 年 8 月から平成 29 年７月までの間に期間を経過する方が対象です。

　（1）支給開始月から５年を経過する予定の方※

　（2）支給要件に該当した日の属する月から数えて７年を経過する　（2）支給要件に該当した日の属する月から数えて７年を経過する
　　　予定の方※　　　予定の方※

　（3）認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児童が３歳に達した　（3）認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児童が３歳に達した
　　　日の属する月の翌月初日から数えて５年を経過する予定の方※　　　日の属する月の翌月初日から数えて５年を経過する予定の方※

　（4）既に上記（1）～（3）の期間を経過する予定の方　（4）既に上記（1）～（3）の期間を経過する予定の方
については、一部支給停止適用除外事由届をあわせて提出してください。

　※平成 28 年 8 月から平成 29 年７月までの間に期間を経過する方が対象です。

 

司
法
書
士
に
よ
る
全
国
一
斉
養

 

育
費
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

釧
路
成
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
各
地
の
青
年
会
が
主
催
・
連
携
し
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
遵

守
し
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
７
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
電
話
番
号

　
℡
０
１
２
０

－

５
６
７

－

３
０
１

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
問
合
わ
せ
先
】

　
℡
０
１
５
４

－

６
４

－

９
２
０
９

　
　
　  

（
担
当
・
司
法
書
士 

西
山
）

　普段ティシュを出し放題、兄と

トミカで遊んでいます。
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今月の納期

●上下水道使用料金　７月分
　　　　　　　納期限　８月10日㈬

●個人住民税　第２期
　　　　　　　納期限　８月31日㈬

●国民健康保険税　第２期
　　　　　　　納期限　８月25日㈭

●後期高齢者保険料　第２期
　　　　　　　納期限　８月25日㈭

●住宅使用料　8月分
　　　　　　　納期限　８月31日㈬

※口座振替をご利用の方は、８

月 25 日㈭に引落しになります

ので、前日までに残高の確認を

お願いします。

北海道からのお知らせ
～先天性風しん症候群予防のため抗体検査料を道が助成～

　北海道では、妊娠を希望する出産経験のない女性等を対象に風しん
抗体検査料を助成します

○対象者
　①妊娠を希望する出産経験のない女性
　②妊娠を希望する出産経験のなく、かつ抗体のできない女性の配偶者（事
　　実上婚姻関係のあるものも含む）並びに同居者
　③妊婦（抗体価の低い）の配偶者並びに同居者
　※ただし、「過去に風しん抗体検査を受けたことがある」、「過去に２回の風しんの予防

　　接種を受けている」「検査により風しんと判断されたことがある」方は除きます。

○実施内容 
　一旦協力医療機関に支払った後、風しん抗体検査費用を助成します。
○申請書類提出先
　①北海道風しん抗体検査事業補助金交付申請書
　②領収書
　③住所地を証明する書類の写（健康保険証写、運転免許証写、はがき写等、
　　なお、同居者の場合は、ご自分の住所地と対象女性の住所地を証明す
　　る書類の写の提出が必要）
　以上３点を持って、住所地の道立保健所（又は支所）に提出してください。
　（郵送可。但し提出締切日必着。）
○実施期間　平成２８年４月１日～平成２９年３月１０日
○申請書提出期限　平成２９年３月１５日必着
○協力医療機関　北海道のホームページ（http://www.pref.hokkaido.
　lg.jp/hf/kth/kak/kyouryokuiryou.pdf）を参照、又は倶知安保健所
　にお問い合わせください。

【問合わせ先】俱知安保健所　℡ 0136-23-1951

 
平
成
28
年
度
個
人
事
業
税

 

（
第
一
期
）
の
納
期
限
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
税
（
第
一
期
分
）
の
納

期
限
は
８
月
31
日
で
す
。

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
税

行
っ
て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
で
す
。

　

税
額
は
昨
年
の
事
業
所
得
か
ら
算

出
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
10
日
に
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
後
志
総
合
振
興
局

　
　
　
小
樽
道
税
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

23

－

９
４
４
２

　日本遺族会では、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集し
ています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡く
した戦没者の遺児を対象として、父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行
うとともに、同地域の住民と友好親善を図ることを目的としています。
　参加費用は 10 万円で、前回の参加から５年を経過した方（平成 22 年度以
前参加者）は２回目の応募ができます。
　日程等の詳細は、日本遺族会事務局までお問合わせ下さい。

《実施地域》
（広域地域）①旧満州　②旧ソ連　③西部ニューギニア　④マリアナ諸島　
⑤トラック・パラオ諸島　⑥東部ニューギニア（１次）　⑦ボルネオ・マレー
半島　⑧フィリピン（１次）　⑨ソロモン諸島　⑩ミャンマー（1 次）　⑪台湾・
バシー海峡　⑫東部ニューギニア（2 次）　⑬ミャンマー（2 次）　⑭フィリピ
ン（2 次）　⑮中国
（特定地域）①西部ニューギニア　②ビスマーク諸島　③マーシャル・ギル
バート諸島

平成28年度戦没者孤児による慰霊友好親善事業について

【問合わせ先】日本遺族会事務局　℡ 03-3261-5521

　
７
月
号
の
３
ペ
ー
ジ

「
佐
々
木
宏
さ
ん
瑞
寶
單
光
章

受
章
」
の
記
事
中
で
、
88
歳

で
ご
逝
去
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
73
歳
。
ま
た
長
男

の
真
一
さ
ん
と
あ
り
ま
す
が

正
し
く
は
次
男
で
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お

詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
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積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

　

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

今月の担当は・・

　

歌
人
・
詩
人
と
し
て
知
ら
れ

る

石い
し
か
わ川

啄た
く
ぼ
く木

（

１

８

８

６

～

１
９
１
２
）
は
、
今
年
生
誕
１
３
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

岩
手
県
に
生
ま
れ
た
啄
木
は
、
各

地
を
流
転
す
る
中
で
、
代
用
教
員
や

新
聞
記
者
と
し
て
、
函
館
・
札
幌
・

小
樽
・
釧
路
等
、
道
内
各
地
に
そ
の

足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
、
上
ノ
国
町
在
住
の

北き
た
む
ら村

克か

つ

お夫
氏
が
、『
石
川
啄
木
と
江

差
』
と
し
て
、
啄
木
研
究
の
成
果
を

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
積

丹
町
と
啄
木
の
関
わ
り
を
伺
わ
せ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
９
月
、

啄
木
は
「
小
樽
日
報
」
の
記
者
と
し

て
、
小
樽
で
の
生
活
を
は
じ
め
ま
し

た
。
翌
明
治
41
年
１
月
、
啄
木
は
、

小
樽
で
書
店
を
開
業
し
て
い
た
江
差

出
身
の
歌
人
、
西に

し
ぼ
り堀

秋
し
ゅ
う
ち
ょ
う

潮
を
訪
ね

た
際
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
女
性
に
興

味
を
示
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
女
性
に
ま
つ
わ
る

「
謎
」
に
つ
い
て
、
北
村
氏
に
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
啄
木
の
明
治
41
年
１
月
８
日

の
小
樽
時
代
の
日
記
に
、
小
樽
の
書

店
で
出
会
っ
た
22
歳
位
の
「
謎
の
女

性
」
が
出
て
き
ま
す
。
啄
木
は
そ
の

女
性
に
興
味
を
抱
き
、
素
性
を
探
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
こ
と
し

か
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
こ
の
女
性
は
、
か
つ
て
江
差
に
居

た
こ
と
が
あ
る
資
産
家
の
娘
で
、
現

在
は
余
市
の
向
こ
う
６
里
の
地
に
住

ん
で
い
る
。

②
そ
の
当
時
よ
り
書
店
主
の
西
堀
秋

潮
と
知
り
合
い
ら
し
い
。

　
啄
木
に
成
り
代
わ
っ
て
「
謎
の
女

性
」
を
探
求
し
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
余
市
の
向
こ
う
６
里
」
の

地
名
を
調
べ
ま
し
た
。
余
市
―
積
丹

間
が
23
・
５
㎞
の
距
離
で
６
里
と
一

致
し
た
こ
と
か
ら
、
松
前
藩
政
時
代

か
ら
明
治
・
大
正
時
代
に
か
け
て
ニ

シ
ン
漁
で
殷い

ん
し
ん賑

を
極
め
た
、
積
丹
町

美
国
で
は
な
い
か
と
推
定
し
ま
し

た
。

　
次
に
当
時
、
江
差
と
美
国
に
同
姓

同
名
の
人
物
が
い
る
か
ど
う
か
、
江

差
・
積
丹
両
町
の
町
史
や
文
献
を
見

比
べ
調
べ
て
み

ま
し
た
。
そ
こ

で
浮
上
し
た
の

が
西に

し
ざ
わ澤

久き
ゅ
う
じ
ろ
う

治
郎

(

西
沢
久
次
郎

と
も
記
す)

と

い
う
人
で
、『
江

差
町
史
』に
は
、

近
江
商
人
で
海

運
業
を
営
む
豪

い
ず
れ
も
良
家
の
お
嬢
さ
ん
で
、
お

茶
や
生
け
花
を
習
い
、
文
学
に
も
親

し
ん
で
い
た
よ
う
な
の
で
、
秋
潮
の

文
学
仲
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
ま
す
。

　「
謎
の
女
性
」
は
、
推
測
の
域
を

出
ま
せ
ん
が
、
居
住
地
は
積
丹
町
美

国
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
一

つ
の
ロ
マ
ン
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

お
忙
し
い
中
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

北
村
克
夫
氏
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

『
石
川
啄
木
と
江
差
』
は
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
て
貸
出

し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
啄
木

と
「
謎
の
女
性
」
に
、
思
い
を
は
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教育委員会生涯学習課

文化財保護主事 阿
あ べ

部 剛
たけし

　
啄
木
と
「
謎
の
女
性
」

商
と
し
て
掲
載
さ
れ
、『
積
丹
町
史
』

に
も
、
明
治
25
年
頃
の
鰊
漁
業
経
営

者
の
中
に
同
姓
同
名
を
発
見
し
た
時

は
驚
き
ま
し
た
。

　
久
治
郎
は
明
治
29
年
に
、
江
差
で

親
の
喜
蔵
の
家
督
を
相
続
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
美
国
か
ら
戻
さ
れ
て
相

続
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
明

治
38
年
頃
、
江
差
で
の
鰊
漁
の
衰
退

に
と
も
な
い
、
西
澤
家
の
一
部
が
一

時
美
国
に
寄
留
し
た
と
思
わ
れ
、
そ

の
一
族
の
娘
を
「
謎
の
女
性
」
の
一

人
と
し
て
推
測
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、江
差
の
豪
商
松ま

つ
ざ
わ澤

伊い

は

ち八
も
、

手
広
く
事
業
を
広
げ
、
美
国
に
も
支

店
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
松
澤
家
の
娘
も
「
謎
の
女
性
」

の
一
人
と
し
て
上
げ
ま
し
た
。

　
西
堀
秋
潮
は
、
当
時
江
差
で
書
店

を
経
営
し
、
文
学
結
社
を
作
り
活
動

し
て
い
ま
し
た
。こ
の
豪
商
の
娘
は
、

▲『積丹町史』にも西沢久次郎氏の名が掲載

▲同書は海洋センター図書コーナー

　で貸出しています
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交通安全はみんなの願い

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

７日（日） な が い 小 児 科 医 院 余市町大川町 23-6881

11 日（木）田 中 内 科 医 院 余市町浜中町 22-6125

14 日（日）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

15 日（月）林 病 院 余市町山田町 22-5188

21 日（日）よ い ち 北 川 眼 科 医 院 余市町黒川町 22-1308

28 日（日）池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

８月の余市管内休日当番病院等

■
発

行
・編

集
／

積
丹

町
企

画
課

　■
印

刷
／

㈱
 毛

利
印

刷
　　〒

0
4
6
-0

2
9
2
　北

海
道

積
丹

郡
積

丹
町

大
字

美
国

町
字

船
澗

4
8
番

地
5

　
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
4
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.sh

a
k
o
ta

n
.h

o
k
k
a
id

o
.jp

E
-m

a
il　k

ik
a
k
u
@
to

w
n
.sh

a
k
o
ta
n
.lg

.jp

４㈭
●第２回少年教室

　B&G野外体験プログラム・B&G避難所体験講座
（５日まで・海洋センター）

５㈮ ●ゴミ持ち帰り運動

12㈮ ●Ｂ＆Ｇ音楽クラブ（15:30～ 海洋センター）

17㈬ ●乳児相談・乳幼児健診（総合文化センター 9:30～）

24 ㈬
●インターネット回線を活用した運動教室

　「正しい姿勢で歩くための体幹運動」
　（13:00～　総合文化センター）

25 ㈭
●介護者元気教室
（来岸会館 10:00～）

（幌武意老人壽の家 13:30～）

26 ㈮
●Ｂ＆Ｇ音楽クラブ（15:30～ 海洋センター）

●クリーン作戦

８月のこよみ

世帯数／1,145世帯（－４）

人　口／2,215人  （－３）

　男　／1,037人  （－４）

　女　／1,178人  （＋１）

－８月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

慶 

弔 

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／ 4人(＋3）●転出／ 5人(－1）

●出生／ 0人(－1）●死亡／ 2人(±0)

平成28年６月30日現在､(　)内は前月比

草
刈
っ
て
父
の
声
聞
く
追
分
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

成
田
智
世
子

梅
雨
寒
や
古
武
士
の
や
ふ
な
磯
漁
師
　
　
　
　
　
　
　
　 

藤
原
　
わ
子

岬
と
岬
つ
な
ぐ
七
村
烏
賊
釣
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

指
二
本
の
付
け
爪
光
る
海
胆
剥
き
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
笑
子

磯
草
の
香
り
飛
び
込
む
夏
の
バ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

烏
賊
釣
火
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

初
蕨
腰
の
帆
前
掛
け
ま
だ
軽
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
　
猛

苗
覆
ふ
岬
の
風
の
荒
き
日
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

つ
ば
く
ら
や
空
の
か
な
た
に
友
は
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
香
名
子

診療時間：午前９時～午後５時

８
月
号
№
656

この広報誌は再生紙を使用しています。

０死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第２位》

5,799日達成

（平成28年７月１日現在）

０

◆　し尿収集の日程・８月　◆

福
井
　
正
二
　
85
歳
　 

婦
美
町

湯
谷
　
清
二
　
58
歳
　 

美
国
町

日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

16㈫ 神岬・草内 23㈫ 来岸・西河 29㈪ 日司

17㈬ 余別 24㈬ 野塚 30㈫ 日司・入舸

22㈪ 余別・来岸 25㈭ 野塚 31㈬ 入舸・幌武意

ふるさと応援・寄付金 ご協力ありがとうございました　
（５月～６月分）

大　沢　　哲　　様（札幌市） 　　　 氏名のみ公表

お
く
や
み
（
死
亡
）

栗　山　一　郎　様（札幌市） 　　　２０，０００円

匿　名　希　望　様 　　　 　　　 １００，０００円

匿　名　希　望　様　　　　 　　 　３０，０００円

北
　
上

　
信

　
人

　
　
美
国
町

小
　
玉

　
成

　
美

す
え
な
が
く
お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）
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